
「インバウンド対応観光ルート創出事業」について 

（石狩市・留萌市・増毛町・北竜町が連携した取り組み） 

 

１ インバウンド対応観光ルート創出事業について 

札幌を中心とする道央圏に偏重する外国人観光客による経済効果を全道に

波及させるため、外国人観光客の満足度を高める観光ルートの形成や新たなメ

ニューの創出、受入環境の整備など、複数の地域が連携して取り組む観光地づ

くりを北海道観光振興機構が支援します。 

平成 30年度は、全道で 10エリアが認定されており、機構では平成 32年度

までの継続支援を予定しています。 

 

２ 石狩市・留萌市・増毛町・北竜町の事業計画（平成 30年 3月 30日に認定） 

北竜町のひまわり祭りに訪れている多くの台湾人観光客を主なターゲット

として、オロロンラインを活用しながら、留萌市、増毛町、石狩市への周遊を

促進します。なお、ターゲットは事業を進めながら拡大を検討していきます。 
 

【参考：平成 28年度訪日来道外国人数】 

１位 中国 54万人、2位 台湾 52万人、3位 韓国 42万人） 
  
<平成 30年度の主な取組み予定> 

・ ルート内における観光素材の洗い出しや受入課題の整理などを行う地域会

議を開催 

・ 道内在住台湾人を招請したモニターツアーの実施 

・ 「訪日外国人と交流する楽しさ」や「訪日外国人向けの商売で稼ぐ」視点

を紹介するセミナーの開催 

・ 暑寒別エリアの訪日外国人観光可能性調査 など 

※ 係る経費については、北海道観光振興機構より 500 万円／年の支援が

あります。（市の支出は予定していません。） 

 

３ 本事業で石狩市が目指すところ 

・ 今後も増加が見込まれる訪日外国人を地域に呼び込むことにより、外貨の

獲得や外国人との交流を通じた地域の活性化を目指します。 

・ 道の駅石狩「あいろーど厚田」を拠点とした石狩北部地域（厚田区・浜益

区）の楽しみ方の充実を図ります。 

・ 暑寒別エリアを中心に石狩の北部地域は、札幌近郊に位置しながらも豊か

な自然の宝庫であります。これらの観光資源としての活用策を検討してい

きます。 

・ 本事業をきっかけに日本海側自治体等の連携を深め、周遊ルートの充実を

図っていきます。 


